
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年図書委員 図書館展示 

テーマ： アニメ・ドラマ・映画化関連本 

「火垂るの墓」  

野坂昭如・高畑勲  

最近はテレビで放送されてないジブリです。 

戦争時の生活や環境が濃く書かれていてとて

も勉強になります。親を亡くした 14 歳の兄が

4 歳の妹を支えて必死に生きるシーンが描か

れています。とても心に染みるのでぜひ読ん

でみてください。 

全てが完全犯罪のためだった。 

決して隙を見せない聖女とのガリレオ史上

最高峰の対決。聖女のわけを知ったときもう

一度読みたくなる。東野圭吾がお届けする究

極の完全犯罪。 

戦時中にタイムスリップした中 2 の百合が、

彰の誠実さと優しさに惹かれていく。しかし、

彰は特攻隊員で、命を懸けて戦地に飛び立つ

運命だった―。 戦時中の体験から平和に暮ら

せていることやお母さんへの感謝の気持ちに

気付く百合が見所です。 

 「聖女の救済」 東野圭吾 

 「あの花が咲く丘で、君とまた 

出会えたら。」     汐見夏衛 

主人公麻衣ら一行が奇妙な噂が絶えない旧

校舎で怪談話をしていると、不意に渋谷とい

う男が現れ、奇妙な発言を残した。 

後日不思議に思った麻衣は不意の事故で実

は渋谷の機材を弁償しなければならなかっ

た。代わりに心霊現象を解決する渋谷の助手

として数々の事件をこなすことに… 

面白かったところは、環境によって光だとし

ても幽霊に見えたり、心霊現象に一見見える

ところも実は…ということです。 

 

私には五人の父と母がいる。その全員を大

好きだ―。2019年には本屋大賞受賞、2021

年に映画化されたベストセラーです。読み終わ

ったとき身近な人が愛おしくなるような心温ま

るお話です。ぜひ読んでみてください！ 

 主人公の黄前久美子を中心に、吹奏楽部員

との交流を描きながら、本気で全国大会を目

指す吹奏楽部の日々を描く青春エンタメ小

説！面白いので吹部以外の人も必見！ 

「そして、バトンは渡された」  

瀬尾まいこ 

「響け！ユーフォニアム」 

武田彩乃 

「ゴーストハント」 小野不由美 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジブリ作品といえばトトロと言っても過言で

はないくらいの人気作品！トトロがもたらす

様々な感動のシーンは必見！ 

学校に居場所がなくなってしまい、部屋に

閉じこもっていたこころの前で部屋の鏡が光

始めた。かがみをくぐり抜けた先には孤城が

あり、そこにはこころと似た境遇の中学生が６

人集められていた...。こころや集められた他の

６人が成長していく姿が魅力です！ 

 あるホテルが連続殺人事件の新たな犯行現

場として予告される。これを受け、潜入捜査を

敢行するエリート刑事の男と、その教育係を務

めることになったホテルの従業員の女性。 

 2 人は互いに衝突を繰り返しながらも、次第

に事件の核心へと迫っていく。 

「かがみの孤城」 辻村深月 

 主人公の女の子は不登校で中々学校に行け

ない人でした。その時、家の鏡が光って入って

みると6人の子供達が待っていました。その世

界を作った狼様が彼らにこの世界の目的を伝

えます。そこから 7 人の子供たちがどうやって

絆を深めていくのか、また最後に明かされる登

場人物の秘密がとても面白いのでぜひ読んで

ください。 

 天才数学者でありながら不遇な日日を送っ

ていた高校教師の石神は、一人娘と暮らす隣

人の靖子に秘かな想いを寄せていた。彼女た

ちが前夫を殺害したことを知った彼は、二人

を救うため完全犯罪を企てる。だが皮肉にも、

石神のかつての親友である物理学者の湯川学

が、その謎に挑むことになる。 

「容疑者Xの献身」 東野圭吾 
 映画とは異なる視点や話もあり、改めてトト

ロの面白さに出合えました！映画は何度か見

ていましたが、詳しく知りたかったことなどが

書かれててちょっとすっきりできました！ 

「マスカレード・ホテル」 

東野圭吾 

 日露戦争期に生きた秋山好古、真之兄弟と

正岡子規を中心に高揚の時代明治を描く。 

まだ日本が何者でも無かった時代を生き抜

いた人物達から勇気を貰える。 

「坂の上の雲」 司馬遼太郎  

「となりのトトロ」  宮崎駿 

  


